
 

－1－ 

 

Copyright(C)2024 TAC All rights reserved.  ＴＡＣ情報処理講座 

セミナー資料 

情報処理技術者試験の歩き方 

 

●企業社会と IT 

 現在の企業社会において，IT(情報技術)と関連がない職業を探すことはほとんど不可能と

いっていいでしょう。それほど，IT は広く各業種・業務の中に浸透してきています。主な

例を以下に記してみましょう。 

 

・IT 製品＆サービスを提供する企業の場合 

 第一に思い浮かぶのは，情報システムの企画，構築，運用保守といった，IT 関連のモ

ノやサービスを製作・提供する企業群です。これらの企業にとっては IT スキルそのもの

が貴重な資産になりますので， 

   ・顧客のニーズに合ったシステム戦略を立案する力 

   ・目的に最適化したシステム(ハードウェアやソフトウェア)を設計・開発する力 

   ・高い水準でシステムを運用，保守していく力 

などをもつ人材が，エンジニアとして強く求められていく環境にあります。また，こう

いった企業ではエンジニア以外の営業職などでも，自社製品に対する理解を深めておく

ことは重要です。 

 

・IT を大きく活用した新形態サービス企業の場合 

 たとえばインターネット上のショッピングサイトや新しいデリバリーサービスなど，

ネットワーク技術をベースとして新たな市場を作る企業が台頭してきています。 

 こういった新規のビジネス市場では，とうぜん最新の IT 事情に関する理解力，および

それらを素早く導入していく先見性が求められます。 

 

・IT を業務に取り込んで活かすユーザ企業の場合 

 IT を直接の売りとせず，かつ大きく依存していない企業でも，社内に IT に関するノ

ウハウがあるかないかで業務効率などに大きな影響が出ます。たとえば，業務システム

の導入によって自動化・効率化するようなシーンでは，戦略担当者や業務責任者がしっ

かり IT を理解しているかが成否を分けます。また，日々の業務においても，アプリケー

ションソフトや生成 AI などの機能を使いこなせるかどうかという「IT リテラシー」の

大小が，業務効率を大きく左右します。 

 さらに，昨今では不正アクセスや情報流出などの情報セキュリティに関する話題が，

どの企業でも避けて通れない事項になっています。セキュリティという分野においては

IT スキルが全社会人に「必須」になってきていると評価できます。 
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 以上のように IT が業務で重要となってきている状況の中，企業の IT 人材に関するニー

ズも高まってきています。情報処理推進機構の発行する『IT 人材白書』では， 

   ・IT がビジネスや経済を変える“デジタルトランスフォーメーション” 

    がすでに始まっていること 

   ・IT 人材の量に対して「不足」と感じている企業が大きな割合を占めていること 

   ・IT 技術者自身も，多くは「スキルアップが重要」だと認識していること 

などが述べられています。 

 

・就職・転職と IT 資格 

 前述のように，さまざまな企業において，各人材には目的に応じた IT スキルが求めら

れます。したがって，就職活動や転職活動，および企業内でのキャリアアップにおいて

は，各人の IT スキルをしっかり高めるとともに，組織内で 

   「自らの IT に関するスキルの高さ(水準)をしっかりと他者に示す」 

ことが非常に重要となります。これに大きく寄与するのが，情報処理関連の資格試験で

す。資格を取得することで，客観的に評価できる一定の技術水準が保証され，就職時や

査定時において非常に有利となります。 

IT 関連のスキルを他者に対して的確に伝えるのは意外に難しいものです。情報処理技

術者の資格をもっていれば，誰でもスキルレベルをイメージできるので，誤解なく適切

に自分のスキルをアピールすることができます。 

 

 

また，合格という一定の目標を置いて学習することで，自らの IT スキルを効果的にレベ

ルアップできるので，自己啓発という意味でも資格試験の受験に大きな意義を見出すこ

とができます。 
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●情報処理技術者試験とは 

 情報処理技術者試験は，IT 系資格の中で唯一の国家資格（経済産業省認定）です。経済

産業省が「情報処理の促進に関する法律」に基づき，情報処理技術者としての「知識・技

能」の水準がある程度以上であることを認定しています。その活用対象は 

 情報システムを構築・運用する「技術者」から情報システムを利用する「エンドユーザ

（利用者）」まで、ITに関係するすべての人に活用いただける試験として実施していま

す。特定の製品やソフトウェアに関する試験ではなく、情報技術の背景として知るべき原

理や基礎となる技能について、幅広く総合的に評価しています。  

 (IPA IT 人材育成センターHP https://www.ipa.go.jp/shiken/about/gaiyou.html より) 

とされており，非常に幅広い層を対象としています。各ベンダが実施している資格試験の

ような，特定の製品やソフトウェアに関する試験ではありません。このため，一部の企業

や職種でしか活用できないということはなく，どなたでも資格取得のメリットが得られる

試験となっています。 

 

●各試験区分の位置付け 

 現在，情報処理技術者試験は，IT パスポート試験，情報セキュリティマネジメント試験，

基本情報技術者(FE)試験，応用情報技術者(AP)試験，及び複数の高度試験区分から構成さ

れています。各試験区分の位置づけは次のようになっています。 

 

 

        (IPA IT 人材育成センターHP https://www.ipa.go.jp/shiken/kubun/list.html より) 
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・ITパスポートは「すべての社会人」向け 

 IT パスポートは，すべての社会人を対象として「共通に備えておくべき IT 知識」が

身についているかを問う試験区分です。 

期待する技術水準としては，「職業人として，情報機器及びシステムの把握や，担当業

務の遂行及びシステム化を推進する」ために， 

 ・コンピュータに関する知識をもち，オフィスツールを活用できる 

 ・企業活動や関連業務，問題分析及び問題解決手法に関する知識をもつ 

・安全な情報活用のため，法規や情報セキュリティの各種規定に従って活動できる 

・業務分析やシステム化の支援のため，システム開発及び運用に関する知識をもつ 

などが挙げられています。IT 関連企業だけでなく，一般企業も含めた全企業において，

担当業務に IT を活用する力を確認する試験であるといえます。 

 これから社会に羽ばたこうとする新卒の学生の方々，および入社して間もない新入社

員の方々にとっては，まずこの IT パスポートを取得することが，今後のキャリアアップ

への道筋のベース(足場)を固める，すなわち「スタート地点に立つ」ことになるといえ

るでしょう。 

 情報セキュリティマネジメント試験は，IT パスポートと同様，IT を利用する者向け

と位置づけられています。各部署・部門で情報セキュリティの確保を担当するような立

場の方々にとって，IT パスポートからのステップアップとなる試験です。 

 

・“情報処理技術者”側では，基本 → 応用 → 高度 のステップアップ 

 ITパスポート以外の試験区分は，対象人材とスキルのレベルに応じて 

  ・基本情報技術者(FE) 

  ・応用情報技術者(AP) 

  ・分野ごとの高度区分 

という階層構造になっています。高度区分では，データベースや情報セキュリティなど

の専門的な分野ごとに「高度な IT 人材として IT を活用した戦略を策定・提案する者」

という人材像が掲げられており，基本情報技術者と応用情報技術者は，その高度な IT人

材に至るまでのステップにいる人材を対象として位置づけられています。基本情報技術

者，応用情報技術者試験で期待される技術水準を整理すると，それぞれ次のようになり

ます。 

 ■基本情報技術者 

・IT を活用した戦略立案に関する基本的な事項を理解し，上位者の指導の下に 

分析や評価，提案活動への参加が行える。 

・システム設計や開発，運用に関する基本的な事項を理解し，上位者の指導の下に 

システムの設計・開発・運用やソフトウェア設計が行える。 
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■応用情報技術者 

・IT を活用した戦略立案に関して分析や評価が行え，提案書の一部が作成できる。 

・システム設計において要求の整理が行える。 

・運用管理やプロジェクトのメンバとして担当分野の業務，管理を行える。 

・システムの設計，開発，運用において技術的問題を解決できる。 

 

IT 関連のモノやサービスを提供する企業に属していれば，これらの試験区分を基本 → 

応用 → 高度区分とステップアップして，専門分野に精通した高度 IT人材へ成長すること

が求められます。 

キャリア途中での転職を考慮した場合，基本情報技術者は取得がメリットになるという

よりも，むしろ「取得していて当たり前」の，最低限の保証ツールという位置づけになる

でしょう。そのうえで応用情報技術者，および各高度区分を取得することで，他者との差

別化が図られます。高度区分の資格まで取得できていれば，専門分野に強みをもつ人材と

してしっかりと自分の存在価値を獲得し，キャリアアップに大きく寄与するでしょう。 

 また，一般企業への就職や転職においても，前述のように ITとの関わりは日に日に大き

くなっているため，基本情報技術者，および応用情報技術者を取得している人材には一定

の高い評価が得られることが期待できます。 

 

 以下に，試験を実施する情報処理推進機構のホームページで紹介されている「試験のメ

リット」の中からいくつかの項目を抜粋します。今まで述べた就活やキャリアアップに加

え，資格手当や他資格試験での優遇措置などの直接的なメリットもあることがわかります。 

 

合格者に対して、資格手当・一時金などといった報奨金制度を設ける企業、採用の際に試

験合格を考慮する企業があるなど、多くの企業が情報処理技術者試験を高く評価していま

す。 

 

官公庁、地方公共団体では、情報システム開発等の競争入札参加申請において、情報処理

技術者試験合格者数や情報処理安全確保支援士登録人数の記入を求めたり、情報処理技術

者試験合格者や情報処理安全確保支援士のプロジェクトへの参画を要件としたりするケー

スが増加しています。 

 

情報処理技術者試験・情報処理安全確保支援士試験の合格者は、他の国家試験（中小企業

診断士試験、弁理士試験、技術士試験）、ＩＴコーディネータ試験の一部免除が受けられま

す。 

 

 (IPA IT 人材育成センターHP https://www.ipa.go.jp/shiken/about/merit.html より) 
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 基本情報技術者(FE)試験と情報セキュリティマネジメント(SG)試験が春秋の 2 期で実施

されていた，2019 年度(令和元年度)における主な試験区分での延べ受験者数は次のように

なっています。いずれも数万～十万人の規模であり，情報技術関連の資格として大きな人

気を持っていることが分かります。 

 
                       

こちらは，FE 試験と SG 試験に CBT が採用された後の令和 5 年度の受験者数データです。

FE 試験の受験者は CBT 移行直後は一時的に減りましたが，CBT 形式の浸透や随時受験制に

より規模を戻していきています。一方，CBT の導入が先行していた IT パスポート(IP)試験

は企業で重要性が評価され，かなりの受験者数になっています。 

 

まずはご自身が今後のキャリアをどのように構築していくのかというキャリアプランを

立て，それに沿った形で，そのときそのときに適切な資格取得を目指すのがよいでしょう。 

0 50000 100000

情報セキュリティ

マネジメント（SG)

ITパスポート

安全確保支援士（SC)

応用情報(AP)

基本情報(FE)

0 50000 100000 150000 200000

情報セキュリティ

マネジメント（SG)

ITパスポート

安全確保支援士（SC)

応用情報(AP)

基本情報(FE)
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●キャリアアップのイメージ 

 皆さんがどのようなお仕事でキャリアをどうステップアップさせるかによって，取得の

対象となる試験区分も違ってくるでしょう。以下に，典型的なパターンのいくつかを紹介

します。 

 

 

事務職Aさんの場合

IP STEP UP！ SG

IT関連商材を扱う営業職Bさんの場合

FE STEP UP！ AP

基本情報技術者試験に合格したCさんの場合

AP STEP UP！ 高度 支援士

ITエンジニアDさんの場合

高度 STEP UP！ 高度 支援士

・これまでの経験や業務で培った

知識を資格としてかたちにしたい

・転職を希望する企業の求める人
材に合うスキルを持つことを資格の

取得で証明したい

2年間の免除制度を活かしてさらに

別の試験区分にステップアップ

応用情報技術者 → 高度試験
支援士

高度試験 → 高度試験
支援士

活躍のフィールドをさらに広げるた
め、自身の業務やキャリアプランに

合う専門分野の試験合格を目指す

合格までに培った知識を活かして
IT系ゼネラリスト最高峰のAPに

チャレンジ

→ITパスポート
情報セキュリティ

マネジメント

基本情報技術者試験で学習した内

容を活かしてステップアップ！営業
活動面でもさらに技術的内容に踏

み込んだ提案が可能に

基本情報技術者の内容を学習する

ことで顧客や取引先のIT技術者と
「共通言語」を持つことができ、営

業活動がスムーズに

ITパスポートで実務に必須のIT基

礎知識を身につけたい

ITパスポートで学習した内容を活

かして情報セキュリティ資格とのダ
ブルライセンスを目指す

基本情報技術者 → 応用情報技術者
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 もう少し人材像や学習の過程を具体化して，次のようにいくつか個別のストーリー（シ

ナリオ）を考えることもできますね。皆さんが当てはまりそうなものはあるでしょうか？ 

 

●ユーザ視点からリスクマネジメント 

 特に IT関連の仕事ではない Eさん。素養として IT パスポートを取得し，その後に SG

試験も獲得。SG 試験のときの「リスク分析」「リスク対応」の考え方が非常によく理解

できたので，それを活かし高度区分の PM試験や AU試験にチャレンジ。 

  ＩＴパスポート 

   → 情報セキュリティマネジメント 

   → プロジェクトマネージャ，システム監査技術者 

●ユーザ視点からシステム戦略・マネジメント系 

 「表計算ソフトは得意だし，FE試験くらいまで取っておこうか」と思った Fさん。勉

強しているうちに，「IT 戦略とかマネジメントって面白い！」となり，高度区分までス

テップアップ。 

  ＩＴパスポート 

   → 基本情報技術者 

   → 応用情報技術者 

   → ITストラテジスト，ITサービスマネージャ，プロジェクトマネージャ 

●特定技術系スペシャリスト 

 システム系の会社に就職した Gさん。論理や機械は割と好きなので FE → APとステッ

プアップする中で，NWあるいは DB，支援士に自分の適性を見出し，職能を伸ばす方向へ。

より専門性の高い企業へ転職も。 

  基本情報技術者 

   → 応用情報技術者 

   → ネットワークスペシャリスト，データベーススペシャリスト，安全確保支援士 

●高度エンジニア 

 大学では情報系を専攻し，プログラミングも経験している H さん。システム開発系の

業務に就いて設計や開発の「職人」としての腕をどんどん磨いていき，開発チームの統

括を任されるように。 

  基本情報技術者 

   → 応用情報技術者 

   → システムアーキテクト，エンベデッドシステムスペシャリスト 

●セキュリティ特化 

 いっそう重要性を増す情報セキュリティに関して，まずは運用面でしっかりスキルを

つけた I さん。さらに技術にも精通し，企業にとってなくてはならない存在に。 

  情報セキュリティマネジメント，応用情報技術者 

   → 安全確保支援士 
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●各試験の概要 

 

・出題形式 

 各試験区分の出題形式は次のようになります。情報セキュリティマネジメントと基本情

報技術者は，2023 年 4 月から実施形式や出題形式が変更になっています。 

 

■IT パスポート (IP) 

四肢択一方式 100 問が出題，全 100問を解答 

■情報セキュリティマネジメント (SG) 

科目 A 試験：四肢択一方式 48問が出題，全 48問を解答 

科目 B 試験：多肢選択式 12問が出題，全 12問を解答 

(科目 A・B は一つの試験時間内にまとめて実施) 

■基本情報技術者 (FE) 

科目 A 試験：四肢択一方式 60問が出題，全 60問を解答 

科目 B 試験：多肢選択式 20問が出題，全 20問を解答 

■応用情報技術者 (AP) 

午前試験：四肢択一方式 80 問が出題，全 80 問を解答 

午後試験：記述式 11 問が出題，うち 5問を解答 

■高度区分 (情報処理安全確保支援士) 

午前Ⅰ試験：四肢択一方式 30問が出題，全 30問を解答 

午前Ⅱ試験：四肢択一方式 25問が出題，全 25問を解答 

午後試験：記述式 4問が出題，うち 2問を解答 

■高度区分 (安全確保支援士を除く各分野) 

午前Ⅰ試験：四肢択一方式 30問が出題，全 30問を解答 

午前Ⅱ試験：四肢択一方式 25問が出題，全 25問を解答 

午後Ⅰ試験：記述式 2～3問が出題，うち 1～2問を解答 

午後Ⅱ試験：記述式または論述式 2～3問が出題，うち 1問を解答 
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 IT パスポートや各区分の午前試験及び科目Ａ試験は， 

 

問１ ○○の説明として適切なものはどれか。 

ア ～ 

イ ～ 

ウ ～ 

エ ～ 

 

のような形式の，小規模な四肢択一問題です。出題分野は次の３分野に大きく分けられま

す。 

  テクノロジ系 ：ＩＴ技術に関すること 

          アルゴリズム，コンピュータの仕組み，データベース， 

          ネットワーク，セキュリティ，システム開発 など 

  マネジメント系 ：ＩＴ管理に関すること 

          プロジェクトマネジメント，ITサービスマネジメント など 

  ストラテジ系 ：ＩＴ利用に関すること 

          経営戦略，システム戦略，企業と法務 など 

 

例えば応用情報技術者の午前試験では，これらが以下のバランスで出題されています。 

 

 大きな比重を占めるのはテクノロジ系ですが，マネジメント系とストラテジ系も合わせ

ると 30 問程度になるので無視はできません。これらを考えると 

   「普段からパソコンは使いこなしている」 

   「趣味や大学の講義でプログラミングには慣れている」 

といっただけでは，合格点に達するのは難しい試験であるといえます。カリキュラムに沿

った，体系的な学習を進めることが重要となります。 

 

テクノロジ系

マネジメント系

ストラテジ系
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 情報セキュリティマネジメントと基本情報技術者の科目 B 試験，及び応用情報技術者と

高度区分の午後試験は，事例を用いた長文形式の問題です。数ページ程度で文章や図表な

どが提示され，文章中の空欄を埋める設問や，改善策を考えさせる設問など，いくつかの

設問が並びます。 

 

基本情報技術者の科目 B 試験は， 

アルゴリズムとプログラミング分野：16 問 

情報セキュリティ分野：4 問 

の合計 20 問で構成されます。従来の午後試験と同等，あるいはそれ以上に「プログラムを

読み解く力」が求められていると言えます。 

 

 応用情報の午後試験は次のように構成されます。基本情報と比較すると，アルゴリズム

が必須でなくなり，戦略・マネジメント系の問題を中心にして受験することもできるよう

になっています。 

 

分 野 問1 問2～11 

経営戦略  

○ 情報戦略  

戦略立案・コンサルティング技法  

システムアーキテクチャ  ○ 

ネットワーク  ○ 

データベース  ○ 

組込みシステム開発  ○ 

情報システム開発  ○ 

プログラミング(アルゴリズム)  ○ 

情報セキュリティ ◎  

プロジェクトマネジメント  ○ 

サービスマネジメント  ○ 

システム監査  ○ 

出題数 1 10 

解答数 1 4 

                             ◎は必須問題  ○は選択問題 

(IPA IT 人材育成センター発行 試験要綱より) 
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 高度区分の試験(安全確保支援士を除く)では，午後試験が午後Ⅰと午後Ⅱに分かれます。

午後Ⅰは AP 午後と同様の事例を用いた長文問題です。午後Ⅱは，データベーススペシャリ

ストなどでは，記述式の長文問題がさらに大きなボリュームで出題されます。システム監

査技術者などでは，与えられたテーマに沿って小論文形式で記述する形になります。 

いずれの試験でも，午前試験が得意でも，午後試験の形式に対応できなければ合格でき

ません。逆に，午後試験で十分に得点できる力をもった人でも，午前試験の対策を怠ると，

足をすくわれてしまうこともあります。総合的な対応力が求められるといえるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

・実施時期 

 各試験の実施時期は次のようになります。 

随時（通年）CBT 方式 

・IT パスポート 

・情報セキュリティマネジメント 

・基本情報技術者 

 

春期（4 月予定）筆記方式 

・応用情報技術者（年 2 回） 

・ネットワークスペシャリスト 

・IT ストラテジスト 

・システムアーキテクト 

・IT サービスマネージャ 

・情報処理安全確保支援士（年 2 回） 

 

秋期（10 月予定）筆記方式 

・応用情報技術者（年 2 回） 

・データベーススペシャリスト 

・プロジェクトマネージャ 

・システム監査技術者 

・エンベデッドシステムスペシャリスト 

・情報処理安全確保支援士（年 2 回） 

午前試験：テクノロジ，マネジメント，ストラテジを幅広く 

     体系立てた学習が重要 

午後試験：知識を事例に応用する力，長文を整理する力が大事 
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●学習の進め方 

 

・知識の習得(インプット)と確認(アウトプット)のサイクルを回していこう 

学習の基本的な進め方としては，まず 

  講義・教材によって基礎的な知識を身に付ける(インプット) 

学習を行い，そのあとに 

  問題演習(問題集，テストなど)によって実力・弱点の確認を行う(アウトプット) 

を行うという手順がよいでしょう。演習によって弱点が確認できたならば，その部分

に関してテキストなどで再確認を行い，弱点を補強します。この 

   インプット → アウトプット → 再インプット → … 

というサイクルを回していくことで，効果的に知識を上積みすることができます。 

 

・傾向をおさえて，効果的な対策を 

 広い範囲の知識をすべて深く学習しようとすると，膨大な時間が必要になってしま

います。また，たとえ知識が十分であっても，試験で出題されやすいポイントをおさ

えていないと，本番になってあわてることになりかねません。 

効率的に合格に到達するためには，しっかりと出題傾向を把握して適切な対策を立

てることがとても重要です。講義を活用した学習と独学の一番大きな違いは，この傾

向と対策，適切なペースを，試験を知り尽くした講師・スタッフが提供してくれると

ころにあるといえます。 
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・ペースを守って，切れ目なく学習を進めよう 

試験の学習範囲は決して狭くはないので，学習の成果は最初のうちはなかなか点数

としては現れないことが多くあります。しかし，ある程度のボリュームを消化すると，

コツがつかめてきてグンと得点力がアップします。 

あまり学習のスタートを後ろにすると，コツがつかめる前に試験日が来てしまう，

ということもあり得ます。合格のためには，早めに学習をスタートさせ，無理のない

スケジュールで各知識を確実に体にしみこませていくのが一番の近道と考えましょう。 

また，早めにスタートしても，途中で息切れしてしまっては意味がありません。ペ

ースを守り，こつこつと学習を積み重ねていくことも重要となります。 

       

 

●TAC講座へのご案内 

短期間に合格を目指すなら，適切な学習スケジュールに従って，しっかりとしたペー

スで歩みを進める必要があります。 

 TACで実施している各区分向けの講座は，まさに適切なスケジュールに沿った適切な

学習が実現できる最適ツールです。講座ではインプットのためのテキスト，アウトプッ

トのための問題集やテストといった「オリジナル教材」を使用して，講師の迫力ある講

義，テスト，質問フォローなど合格に必要なすべてがパッケージされていますので，短

期間に無駄なく効果的に学ぶことができます。 

 皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

試験日 

学習スタート 

↓ 

ある時期から 

ぐんぐん伸びる！ 

得点力 


